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表紙の言葉
ツリスガラ

松阪市　小野 新子

　もう随分昔のことです。春先の穏やかな
日、堤防を散歩していたら葦原の方からか細
い子猫の鳴き声が聞こえてきた。捨て猫だっ
たらどうしようと思いながらも、気になり堤
を下りて辺りを探してみた。しかし子猫の
姿はどこにもなく “ ミュ～ミュ～ ” と鳴き声
だけが聞こえて来る。ふと見上げると 5 ～
6 羽の小さな小鳥が葦の間を飛び回っている
のが目に入った。だれだ？と双眼鏡で確かめ
て見ると、それはまるでサングラスをした「ち
びっこギャング」のような初めて見る鳥だっ
た。声の主がこの子たちでよかった～と思う
と同時になんと可愛い小鳥たち、私はたちま
ち “ 萌え～ ” 状態で目がハートに・・・　そ
れがツリスガラとの初めての出会いだった。
　春先になると、今でもあの “ ミュ～ミュ～ ”
と尻上がりのか細い声が聞こえて来ないか、
耳をそばだて辺りを探してみる。しかしあの
時以来私は彼らに出会えていない。それどこ
ろかツリスガラがいた葦原は、今ではすっか
り葛に覆われ見る影もなくなってしまった。
もう一度彼らに会いたいな～

ナベヅルの塒立ち
伊勢市　中西 章

前回会報のナベヅル特集に引き続き、今回は越
冬したナベヅルの塒立ちについて紹介したいと思
います。12 月中旬に入り、塒と餌場が安定した
ことから、越冬がほぼ確定しそうになったので、
1 日～ 2 日間隔で塒立ちを観察しました。旅立ち
まで通算すると 60 回になりました。観察場所は
宮川河口の堤防上で右岸の大湊側か、左岸の豊浜
側になります。大湊側からは塒の中洲まで 300m
ぐらいの距離はありますが、ナベヅルが砂州に出
ていれば、飛び立つ瞬間が観察できます。豊浜側
からは 800m ぐらいの距離があるので、ナベヅ
ルの塒は見えませんが、飛び立ってから松阪の餌
場に向かって上空を飛んでいく姿は壮観です。

12 月中旬から 2 月中旬までは、多少のバラツ
キはありますが、ほぼ 6 時 40 分から 7 時 10 分
の間に塒を飛び立ちました。豊浜側から観察して
いると、飛び立ってからは風の影響などもあった
りするので、飛行状況は毎回異なります。中洲の
塒を飛び立つと、はじめは海上すれすれに飛行し
ながら、徐々に高度を上げて、豊浜堤防上では
50m ～ 100m くらいの高度になります（写真 1）。

写真 1　塒立ちして豊浜方面に向かってくる
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一団で飛んでいくことが多いのですが、時には 2
班に分かれたり、V 字になったり、縦一列になっ
たり、横に並んだり（写真 2）、クワクワと鳴き
ながら上空を飛んでいきます。行先の方向も海岸
線沿いや内陸方面のコースなど様々ですが、塒立
ちから 5 分ほどで見えなくなります。通常のコー
スだと明和町大淀あたりを通過し、20 分から 30 分
かけて必ず松阪の餌場には到着します。

毎日規則的な塒立ちが、2 月 20 日過ぎた頃か
ら変わってきました。塒立ちが 7 時半くらいか
らおそい時は 10 時前の時もあり、今までの行動
とあまりにも違うことから、いよいよ旅立ちが近
いのかと思いました。ところが様子が変化したの
も束の間で、3 月に入ると日の出も早くなり、ま
た安定して 6 時から 6 時 30 分の間に塒立ちする

ことが多くなりました。46 羽が餌場から旅立ち
した 3 月 16 日もいつもと変わらず、6 時 15 分に
塒立ちしました。ただ 2 羽が残ってしまい、結
局 3 月 25 日まで居続けることになりましたが、
その 2 羽も旅立ちまでは宮川河口で塒をとって
いたようでした。

さて大湊側から観察した、一番多いパターンの
塒立ちの様子ですが、暗い間は砂洲の上で 48 羽
が団子状に固まって、嘴を羽に入れ、片足立ちで
身動きせず、じっとしています（写真 3）。満潮
時だと足が海に浸かったりしますが、気にならな
いようです。夜明け近くになると首を伸ばした
り、キョロキョロしたり、動きが出てきます。日
の出とともに、少し歩いたりして、だんだん団子
状から広がっていきます（写真 4）。

写真 2　豊浜上空で横に並んでの集団飛行

写真 3　夜明けまで塒をとっているところ 写真 4　日の出の時にはだんだん間隔が広くなってくる
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ナベヅルの旅立ち
玉城町　西村 泉

　ナベヅル 48 羽は 11 月中旬より約 4 か月間、中
南勢地方に滞在し、3 月に 1 羽も欠けることなく
旅立っていきました。前号に続き、ナベヅルがい
たエサ場での様子や旅立ちについて報告します。

早朝、群れは東の方向よりエサ場へ飛来し、一
日の大半をエサ場で過ごしました。朝のうちは群
れ全体が首を下げ、無心にエサを食べます。ある
程度エサを食べると、少数の集団が少し歩いて移
動し、順番に小川に下りて水を飲みます。地面か
ら数羽の白い頭だけが見え、交互に天を仰いで水
を飲む行動を観察しました。
　しかし、肝心のエサが一体何なのか最後までわ
かりませんでした。というのもナベヅルの主食で
ある二番穂がほとんどなくなった冬季、耕された
黒い土の水田で、土塊をクチバシではねのけて
は、クチバシを土の中に突っ込むしぐさを見たか
らです。

　実際、黒い水田を覗いてみても、落穂らしきも
のは見当たらず、生きものがいるようにも見えま
せん。周辺の水田にも多数のカラスが群がり採餌
行動をしていますが、ナベヅルと同じようなもの
を食べているのではないかと思いました。

飛び立つには 2、3 歩の駆け出しと、羽ばたか
ないといけないので、それなりの空間を必要とし
ます。そのころには全員が首を上げて、羽ばたい
たり、飛び跳ねたり、クワクワとよく鳴き声が聞
こえてきます。そしてリーダーらしき 1 羽が飛ぶ
と追随して、一斉に飛び立ちます（写真 5-7）。　

最終的には 48 羽無事に三重の地を離れました
が、この越冬でナベヅルの生態を少しでも把握す
ることができました。今回の経験が、出水市に集
中するツルの分散化に少しでも役立つことができ
ればいいかと思っています。来シーズンはまた新
たなファミリーが増えて、この地に戻ってくるこ
とを期待したいです。

写真 5　リーダーらしき 1羽が飛ぶ 写真 6　追随して飛び立つ

写真 7　豊浜方面へ徐々に高度を上げていく

エサ場での採餌　撮影：今井 光昌
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3 月に入ってから何度か飛行訓練を繰り返し、
旅立ちに備えているように見えました。3 月 16
日は快晴（微風）、絶好の旅立ち日和と期待して
見守っていました。9 時 5 分に 48 羽を確認、チュ
ウヒが飛んでいましたが、遠かったためか反応は
しませんでした。9 時 20 分頃、群れを見ると一
斉に首を北へ向け、1 羽が羽をばたつかせていま
した。まもなく 1 台のバイクが農道を走り始め
たため、群れは驚いて飛び上がり、鳴きながら北
西方向へ 5 分ほどで消えていきました。

しばらくして、いなくなったはずのナベヅルの
声がだんだん近づいてきました。すると 1 羽が、
まるで悲鳴のような大声を上げながらこちらへ飛
んできました。すぐに仲間とはぐれたと思いまし
た。心配したのも束の間、後方からもう 1 羽が
ハイスピードで接近、横に並んだとたん鳴きやみ
ました。とても感動的なシーンでした。2 羽は
並んだままエサ場の上空を約 30 分飛翔し、北
西方向へ見えなくなりました。   10 時 5 分でした。
　ところが、3 月 17 日 2 羽がエサ場に戻ってい
ました。しかも 2 羽のうち、1 羽は幼鳥で親子の
ようでした。

思い起こせば 3 月 3 日のねぐら立ちの朝も、
忘れられない出来事がありました。群れが一斉に
エサ場へと飛んで行ったにもかかわらず、なぜ
か 2 羽が戻ってきました。辺りを見渡すと、
1 羽だけが遅れて飛んでいました。逆戻りしてき
た 2 羽は遅れた 1 羽を迎えにきて、両側から寄
り添い 3 羽並んで飛んで行ったことがありまし
た。この 3 羽は、いつも群れから離れた場所で、
エサをとっていた家族だと思います。前出の 2
羽も、おそらくこの家族なのでしょう。

3 月 25 日は晴れていましたが、モヤで山がほ
とんど見えませんでした。いつものようにエサ場
で、2 羽が並んでエサを食べ羽繕いをしていまし
た。10 時 23 分、軽トラが近くに停まると、2 羽が
首を伸ばしました。人が車から下り農作業を始め
るやいなや、北西方向へ飛び去りました。この日
を最後に、2 羽がねぐら場所やエサ場に姿を現す
ことはありませんでした。

最 初 に 46 羽 が 旅 立 っ た 日（3 月 16 日 ） に、
滋賀県で目撃されたという情報を得ました。

「3 月 16 日午前 11 時 58 分、 ナベヅル 46 羽が
鳴き声とともに野洲川河口から南西へ通過した」
と京都支部会員が目撃しました。また「3 月 16 日
午後 12 時半頃にびわこバレイ辺りを 40 数羽の
ツルが旋回と小移動を繰り返し、高度を上げなが
ら北北西ないし北西へ移動して、比良山地を超え
ていった」と別の京都支部会員が観察していました。

以上の目撃情報から、ナベヅルの一大越冬地の
出水市から朝鮮半島へ渡る通常のルートではなさ
そうに思いますが、果たしてどうなのでしょう
か？　北の繁殖地（ロシア）まで無事に帰れるよ
う祈るばかりです。

今回、たくさん方々の
ご協力により得られた観
察記録が、少しでもナベ
ヅル保護につながれば幸
いです。
　つたない文章を最後ま
でお読みくださり、あり
がとうございました。

写真 7　豊浜方面へ徐々に高度を上げていく

エサ場に戻ってきた親子　撮影：今井 光昌

旅立ち前の様子　撮影：今井 光昌
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　今年、2022 年のガンカモ調査は 1 月 16 日を基
準日とし、1 月 9 日から 23 日までの期間で行われ
た。当会は県から委託された場所を少々上回る 175
か所を調査した。三重県が独自で調査した場所もあ
り、県内で今回は合計 312 か所が調査された。
　三重県全体の調査結果を表 1 に示す。ガン類はコ
クガン 14 羽の他はマガンが 1 羽観察されたのみで
あり、ハクチョウ類はゼロであった。カモ類ではマ
ガモ、スズガモはもっと多く、8000 羽を超え、ヒ
ドリガモがそれに続いた。ヨシガモは数が少なく、
422 羽であった。トモエガモは 84 羽であり、例年
よりやや多かったが、宝光池のみで記録された。会
員に人気のあるミコアイサは 88 羽であった。オシ
ドリは 700 羽を記録し、やや増加した。アカハジ
ロが 2 羽記録されたのは注目される。このカモは東
アジアのみに棲息し、世界的にも減少が著しく、か
つメジロガモとの交雑が頻繁なようである（しろち
どり 110 号参照）。今回発見された 2 個体もメジロ
ガモの影響がゼロではなさそうである。
　表 2 に 2013 年から 2022 年までの三重県内ガ
ンカモ個体数変化を示す。種類別の個体数は年ごと
に大きく変化した。大巾な減少は越冬地の条件なの
か、渡り、繁殖地の条件なのか分からない。カモ類
は多産であり、繁殖の条件が良いと、一気に増加で

2022 年ガンカモ調査結果
津市　平井 正志

ガンカモ調査で見つかったアカハジロ　撮影：米倉 静
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きるのであろう。その中で、キンクロハジロは明ら
かな減少傾向を示した。一方、ヨシガモは増加傾向
であった。オシドリは 2015 年 2016 年には 1,000 羽
を超えていたが、その後急に減少した。今年は 700 羽
で回復傾向を示した。数は少ないがミコアイサも増
加している。
　表 3 にオシドリの多かった池を示す。神路ダムは
水源地で立ち入り禁止、また宝光池もゴルフ場で部
外者は立ち入れない。共に調査時は許可を得て調査
している。A 池は今年オシドリが特に多かった。残
念ながら公表できない。オシドリはこれ以外にも少
数個体が計測して渡来する場所があるが、これも公
表していない。ダム湖のいくつかはオシドリが飛来
するが、遠くから見る他はない。残念ながら、身近
にオシドリを観察できる場所は県内には無い。
　カワアイサは河川の山間の中流で流れの緩やか
な場所に滞在する。個体数はあまり変化していな
い。今回の調査地以外にも宮川、櫛田川などの中流
域に飛来地がありそうであるが、調査地に指定され
ておらず、十分な調査ができていない。表 4 に主な
調査地のガンカモ総個体数を示す。それぞれの調査
地でも個体数は大きく変化することがある。カモ類
の生息数は環境の変化に敏感に反応するようで
ある。

ガンカモ調査で見つかったアカハジロ　撮影：米倉 静


